


































の加重平均で 2000年度の 46.1％から 2017年度に












































































































占めた。その一方で、反 EU会派も 3分の 1程度
で安定化したという評価もある。第二次大戦以来、
「欧州の近代文明を救済する」ことが期待された
EU統合だが、近年では官僚主義・法律至上主義
による「民主主義の赤字」が指摘されるに至って
いる。ユーロ危機の中でも、救済されたのはギリ
シャ市民ではなく、銀行・金融機関だった。その
欧州を民主化させるための提言が、ピケティやバ
ルファキスなどによって出されているが、その中
の重要な柱が「グリーン・ニューディール」である。
当然その資金調達に関する財政上・金融上の施策
